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HyperSpectral Imagingライブラリ構築と
森林火災未然防止システムの開発

―ハイパースペクトル画像を使いこなす―
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開発背景

地球沸騰時代に突入、大規模森林火災の増加推移

「着火」したら鎮火が困難、早期検知と未然防止が重要

HSI特有の特性を持つため、扱いが難しい

宇宙空間からのEdge Computingと
Hyperspectral ImagingがKey Technology

HSIを使いこなす、基盤を構築することを目標と設定

製品開発段階

Step 1: 波⾧選択ライブラリを構築

• HSIは波⾧（チャンネル）が多い事から障壁が生じる、解析の目的によって
必要な波⾧だけを選択する手法をライブラリ化した。

計画段階では、解析ツールの提供を目指していた
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製品開発段階

Step 2: 解析エンジンへのShiftと、AからZまでの解析プロセスの確立

• 衛星画像は、意思決
定道具という認識から、
ツールだけではスケール
が難しいため、洞察ま
で提供する「解析エン
ジン」開発へとシフト

全世界的に、衛星画像解析における訓練データがない

HSI訓練データ作成手法を探すことは難しい

仮説を基に、実証するしかない状況であった

樹木の種類分類実験を実施

• データの取得から画像の前処理、モデルの学習までを一気通貫しておこない、
高精度でセグメンテーションができることを確認

ビジネスモデルの確立

国内初

• 解析受託をすればするほど、波⾧特性が蓄積され、解析エンジンの精度向
上による意思決定が容易になっていく
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